
パレスチナ・ガザ問題に関する共同声明（2024/08/30） 

 2023 年 10 月以降、軍隊による暴力的破壊が続くパレスチナ・ガザ地区では、外部から

のライフラインも遮断され、多くの市民が水や食料の不足に窮乏し、砲撃を受けて命の危

険にさらされています。戦争状態のなかで最も大きな被害を受けるのは無力な子どもたち

であり、今も何十万もの子どもたちが家を追われ、危険にさらされています。 

 無辜の子どもたちへの身体的・心理的影響は甚大であり、子どものための文学・文化を

研究する団体として、英語圏児童文学会・日本児童文学学会・絵本学会の各理事会は、こ

の事態に強く抗議し、一刻も早い平和的解決を求めます。そして、ガザの人々への人道的

救援、救命物資を求める声に賛同し、とりわけ子どもたちへの救済を強く求め、ここに共

同声明を発表いたします。 

2024 年 8 月 13 日 

英語圏児童文学会理事会(会長・川端有子) 

絵本学会理事会(会長・水島尚喜) 

日本児童文学学会理事会(会長・浅岡靖央) 



内閣府「日本学術会議の在り方についての方針」に対する声明（2023/05/17） 

英語圏児童文学会、絵本学会、日本児童文学学会はかねてより、日本学術会議の会員任命

拒否の撤回を求める共同声明を発表してきましたが、2022 年 12 月 6 日に内閣府が発表し

た「日本学術会議の在り方についての方針」には、「会員等以外による推薦などの第三者の

参画」「日本学術会議会員の任期も踏まえ、できるだけ早期に関連法案の国会提出を目指す」

といった見過ごすことのできない内容が含まれています。 

そもそも政府は、2022 年夏までにこの件に関しての方針を発表すると約束しながら、そ

れを果たしていません。そこにこの唐突な改革のための法改正案提出です。 

日本学術会議は、会長談話として「日本学術会議法改正に関わる今般の報道について」、

また会長コメント「「日本学術会議の在り方についての方針」の公表について」を発表しま

したが(2022 年 11 月 28 日)、我々三学会はこれを全面的に支援するものです。 

学術会議の独立性を尊重し、学問の自由を堅持するために、これら関連法案の国会提出の

中止を求めます。 

2023 年 2 月 13 日 

英語圏児童文学会理事会（会長・川端有子） 

 絵本学会理事会（会長・藤本朝巳） 

日本児童文学学会理事会（会長・宮川健郎） 


